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日
本
は
、
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト
（
改
善
、
向
上
）
に
努
力

を
尽
く
す
、
進
歩
の
経
営
は
得
意
だ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

経
営
は
不
得
手
の
よ
う
だ
。
進
歩
の
経
営
に
あ
る
の
は
、「
前

よ
り
も
っ
と
」「
〇
〇
社
よ
り
も
っ
と
」と
い
う
競
争
の
仕
方
だ
。

向
上
心
は
す
ば
ら
し
い
が
、時
に
、顧
客
は
置
き
去
り
に
な
る
。

た
と
え
ば
、「
よ
り
画
像
が
鮮
明
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
」
と
言
わ

れ
て
も
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
人
以
外
は
、
そ
の
微
差
の
区
別
が
ほ

ぼ
つ
か
な
い
。
メ
ー
カ
ー
が
こ
だ
わ
る
ほ
ど
微
差
に
関
心
が
な

い
顧
客
に
と
っ
て
は
、
似
た
よ
う
な
も
の
な
ら
、
価
格
の
ほ
う

が
大
切
だ
。
結
果
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
労
力
の
割
に

儲
か
ら
な
い
の
で
、「
生
産
性
が
低
い
」
状
態
に
も
な
る
。

　
進
歩
の
経
営
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、〝
前
〞
や
〝
〇
〇
社
〞

と
い
っ
た
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
で
あ
る
。
そ
し
て
ど
れ
だ
け
向

上
し
た
の
か
、
差
が
つ
く
れ
た
の
か
と
い
っ
た
「
デ
ー
タ
」
で

あ
る
。
測
定
可
能
な
の
で
わ
か
り
や
す
く
、「
民
主
的
な
賛
同

が
得
や
す
い
」。
し
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
の
は

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
で
は
な
く
、「
志
」
や
「
情
熱
」
だ
。
初
め
て

行
う
こ
と
は
「
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」。
い
ず
れ
も

測
定
不
能
だ
か
ら
「
民
主
的
な
賛
同
に
な
じ
み
に
く
い
」。
い

わ
ば
真
逆
な
の
で
、
進
歩
の
経
営
の
会
社
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
そ
れ
に
は
土
の
入
れ
替
え
、

す
な
わ
ち
土
壌
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。
社
員
が
日
常
的
に
自

由
に
ア
イ
デ
ア
を
発
し
、
こ
と
の
精
度
を
詰
め
る
前
に
ま
ず
は

や
っ
て
み
る
。
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
組
織
に
す
る
に
は
、
そ
う

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
風
土・文
化
を
つ
く
る
努
力
が
必
要
だ
。

た
と
え
ば
野
球
選
手
が
毎
日
ゴ
ロ
さ
ば
き
の
守
備
練
習
を
す
る

の
は
、
本
番
で
い
つ
で
も
そ
の
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
だ
。
こ
れ
と
一
緒
で
、
日
常
的
に
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
働
き

方
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、「
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
」
と
命
令
し

た
と
こ
ろ
で
急
に
頭
は
働
か
な
い
し
、い
い
動
き
も
取
れ
な
い
。

　
ホ
ン
ダ
創
業
者
の
本
田
宗
一
郎
氏
は
、
か
つ
て
「
ニ
ワ
ト
リ

を
殺
す
な
」
と
口
酸
っ
ぱ
く
言
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
風

土
や
文
化
を
耕
し
続
け
よ
う
と
し
た
。
本
田
氏
の
観
察
体
験
に

よ
る
と
、
ニ
ワ
ト
リ
は
、
傷
つ
い
た
ニ
ワ
ト
リ
が
い
る
と
、
皆

で
寄
っ
て
た
か
っ
て
つ
つ
い
て
、殺
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
も
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
。

そ
れ
に
皆
と
違
う
こ
と
を
意
見
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
し
、
ば

か
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
を
傷
つ
い
た
ニ
ワ
ト
リ

に
た
と
え
、
ニ
ワ
ト
リ
を
殺
す
よ
う
な
会
議
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
す
る
な
と
戒
め
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
社
員
は
萎

縮
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
直
接
的
に
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、気
を
つ
け
な
い
と
、我
々

は
ニ
ワ
ト
リ
を
殺
す
ワ
ー
ド
を
無
意
識
の
う
ち
に
使
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
夢
み
た
い
な
こ
と
ば
か
り
言
っ

て
な
い
で
」「
浅
い
ね
」「
自
分
の
仕
事
を
し
ろ
」「
時
期
尚
早
」

等
だ
。
私
は
こ
れ
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
略
し

て
イ
ノ
ハ
ラ
と
呼
ぶ
。
法
的
な
罪
は
な
い
が
、
会
社
の
成
長
を

止
め
る
の
で
罪
深
い
。

　
発
破
を
か
け
る
だ
け
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ
な
い
。

ま
た
、
頭
の
い
い
人
た
ち
を
集
め
れ
ば
生
ま
れ
る
わ
け
で
も
な

い
。
た
と
え
ば
グ
ー
グ
ル
に
負
け
な
い
く
ら
い
優
秀
な
人
を
集

め
て
い
る
の
に
、さ
ほ
ど
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
会
社
は
、

た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
差
を
生
む
の
は
、
風
土
や
文
化
だ
。

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
大
賞
を
取
る
企
業
や
組
織
に
は
、
根
っ
こ
に
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
寛
容
、
あ
る
い
は
助
長
す
る
風
土
・
文

化
を
感
じ
る
。
最
初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た

風
土
・
文
化
に
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
・
覚
悟
が
つ
く
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
い
い
土
づ
く
り
の
契
機
に
し
て
ほ
し
い
。

株
式
会
社
道タ

オ

代
表
取
締
役

河
合
太
介

Kawai Daisuke
経営コンサルタント。長銀総合研究所、ワトソンワイアットを経て
現職。早稲田大学 大学院経営管理研究科 非常勤講師。28万部超の
ベストセラー『不機嫌な職場』（共著、講談社）、『本物のリーダー
は引っ張らない』（講談社）、10万部超を売り上げた『ニワトリを殺
すな』（ケビン・Ｄ・ワンのペンネームを使用。幻冬舎）等著書多数。

連
載  

第
4

回

多様性を活かした成長の場 ──ソニー本社のあるSony City（東京・
品川）の５F「PORT」は、グループ全

社員を対象にしたラーニングスペースである。フロア中央は広 と々したオープンスペース
で、研修の合間のリフレッシュや交流のほか、ワークショップ等にも活用できる。このオー
プンスペースを取り囲むように、研修室やミーティングルームが配置されている。
　「オープンスペースと研修室のどちらかをメインにするのではなく、両方のスペースを
しっかり取っているのがPORTの特長です」と話すのは、ソニーグループ全体の人事・
総務機能を担うソニーピープルソリューションズ株式会社の高木芳徳氏だ。
　研修室はガラス張りの明るい空間で、すべての壁にホワイトボードを設置。1人用の机
は自在に組み合わせることで、さまざまな研修スタイルに対応できる。椅子の形は同じだ
が、布地はすべて異なるデザインだ。これも「多様性」の象徴の1つだという。
　もともとソニーの研修施設はお台場にあった。それを本社ビルに移転した理由の1つに
「研修を研修で終わらせたくない」という思いがある。多様な人々が有機的に交流するこ
とで、新しい気づきが生まれたり、創造性が触発されたりする。同時に、学びを継続して
いくような仕掛けを施すことで、一人ひとりの持続的な成長を後押しし、会社全体の成長
につなげてゆく。PORTには、そんなねらいが込められている。
　ここでは、研修という「学びの場」に加え、その後も社員同士が自主的に「学び合う場」
「学び合い続ける場」を用意している。「学び合う場」とは、「学びの場」に即した読書
会や社員ワークショップなどで、社外の有識者を招聘することもある。「学び合い続ける場」
とは、「学び合う場」をコミュニティ化し、継続的な交流やアフターイベントにつなげてい
くこと。これらを社員自身が探索していく場でもある。
　予約が必要なスペースはほぼ毎日埋まるほど活用されていたが、コロナ禍で全社的に
リモートワークとなった。しかし、PORTには当初からバーチャル構想があり、「すぐに関
係者が一丸となってオンラインへの移行に舵を切れた」（高木氏）という。当然、前例の
ない課題もあったが、関係者の尽力により、学びの場をオンラインに移した「オンライン
PORT」は当たり前のように稼働している。見据えるのはその先、「オンラインとリアルの
融合」という地平。新しいクリエイティビティの発揮に向けたチャレンジが始まっている。

KAIKAを支援する!　JMAの事業活動のご紹介

新たな働き方、学び方、生き方が模索されるなかで、人事プロフェッショナルには、
社会・経済的要請と、働く人々の価値観の変化に対応しながら、経営に資する役
割を遂行していくことが求められています。
本カンファレンスは、人事プロフェッショナルがさまざまな視点で組織・人事を見て、
自社の人材マネジメントを革新していくためのヒントを提供します。

～組織・人材マネジメントのプロフェッショナルが集い、
　　　　　　　　　　　　　　　その専門的知識や情報を獲得・交流する～

2020HR Leaders NEXTカンファレンス

詳細は下記ホームページをご参照ください。
https://hrnext.jp/conference_top/※ライブ動画配信によるオンライン開催を予定しています。

会期：２０２０年１１月１０日（火）午後～１１日（水）終日

■各セッションのテーマ・事例発表企業
A1 「戦略人事の実践」 
A2 「HR Leaders NEXTアドバイザリーボードとのディスカッション～新しい時代の人事を考える」
A3 「エンゲージメントに働きかける人材マネジメント」 
A4 「ものづくり現場のリモートワーク」 
A5 「ジョブ型人事の実践」 
A6 「組織開発の実践」 
B1 「新しい時代のラーニング～主体的に学び合う組織」 
B2  「新しい時代のラーニング～個人の主体性に委ねる学習」 
B3　 「ビジネス成長の基盤となる、個のキャリア・スキル開発支援」 
B4　 「多様な働き方を支援する人事施策」 
B5 「シニア社員を活かす経営」 
C1  ピープルアナリティクスワークショップ（人事プロのための世界最大の団体SHRMとの共同プログラム）
C2  ミニワークショップ　「Z世代を活かし、成長できる組織へ」 
C3  「デジタルトランスフォーメーション（DX）と人事」 

東急不動産、みずほフィナンシャルグループ
KDDI、富士通

三菱商事
カゴメ、サイボウズ、豊田通商、ロート製薬
日本ユニシス、ブラザー工業
リコー
東京エレクトロン
トヨタ自動車
サントリーホールディングス、ソニー
ジュピターテレコム、ライオン
第一生命保険、ニトリホールディングス、日本アイ・ビー・エム
タニタ、りそなホールディングス
大日本住友製薬、ノジマ

12室あるセミナールーム。こだわりは椅子だ。
各部屋のコンセプトに合わせて選ばれた、本革
や布の座面カバーにセンスが光る

高木氏が座るのは、移動可能な階段状のベンチ
が置かれたスペース。コロナ禍前は10 ～ 150
人までのさまざまな規模のセミナーが行われた

今月の
表紙 ソニー株式会社

誰
が

ニ
ワ
ト
リ
を

殺
す
の
か
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